
■ 2ch，16bit分解能，90dB（代表値）の広ダイナミック･

レンジ

■ 最高入力感度－140dBV（2kHzレンジ，代表値）

■ 周波数レンジ10mHz～100kHz（1－2－5ステップ）

■ ドメイン方式（測定領域モード）採用で

操作性を重視

■ ポータブル･タイプで8インチ大型CRT採用

■ 25～3,200ラインの周波数解析分解能

■ 加速度計用電源を内蔵

R9211A/9211B/9211C/9211E

FFTアナライザ･シリーズ

専用LSIの採用や高密度実装技術の採用，そして低消費電力回路の
開発など，アドバンテストで蓄積された技術の粋を結集した，ポー
タブル･タイプの高性能デジタル･スペクトラム･アナライザR9211シ
リーズ。
R9211シリーズは，エコノミー･タイプのR9211E，ランニング･ズー
ムができるR9211A，サーボ解析に適したR9211B，サーボ解析に加
えカーブ･フィットや周波数応答関数合成もできるR9211C，用途に
よって選べるタイプを用意しています。いずれも，測定周波数レン
ジが10mHz～100kHzと広く，16bitの高分解能を有し，90dB（代表値）
の広ダイナミック･レンジを実現しています。
入力感度も－140dBV（代表値，2kHzレンジ）と高感度，しかも周波
数分解能を25～3200ラインに可変できる機能も備えていますから，
微少レベルの信号や近接スペクトラムの分離測定などに有効です。
もちろん，これらの優れた性能の実現だけでなく，幅広いユーザの
アプリケーションを体系化した独自のドメイン（測定領域モード）方
式の採用によって，従来のFFTアナライザに比べ，測定時間の短縮
と容易な操作を実現しています。
このほかにも，メモリ容量の増設やフロッピー･ディスクの内蔵，
16bitのダイレクト･デジタル入力による解析などを標準またはオプ
ションによって用意し，多彩なアプリケーションにお応えします。

■10mHz～100kHzのワイドな測定周波数レンジ

高精度のアナログ･フィルタとデジタル･フィルタの併用によって，
10mHz～100kHzまですべての周波数レンジにおいて，アリアジン
グ･フィルタの設定ができます。さらに，各周波数レンジで周波数
分解能を25ラインから3200ラインまで，解析目的に合わせて設定で
きます。また，スケール機能を使って，必要な周波数帯域だけのス
ペクトラムを管面に表示することもできます。

■ 16bit 分解能，90dB（代表値）の広ダイナミック･レンジを実現
アドバンテストの高度なアナログ信号／デジタル信号処理技術によ
り，90dB（代表値）の広ダイナミック･スペクトラム測定を可能にし
ました。また，内蔵A/Dコンバータの性能をフルに発揮できるよう
に，入力感度レンジを1dBステップで可変することができます。し
たがって，光磁気ディスクの機械特性，オーディオ信号の歪解析や
トランジェント信号解析，インパルス･ハンマを用いた伝達関数測
定などに威力を発揮します。
■－140dBV（代表値）の高感度測定を実現
R9211シリーズは，差動入力との併用で，－140dBV（0.1μV，代表
値で2kHzレンジにて）の高感度測定を実現しています。半導体デバ
イスなどのノイズ解析などに有効です。

■ダイレクトに16bit デジタル入力が可能“I/O＋メモリ”機能
DATやCDなど，デジタル･オーディオ用のA/DコンバータやDSPな
どの評価に“I/O＋メモリ”機能が有効です。“16bit＋EOC（2の補
数表現）”のデータ形式で，R9211シリーズのA/Dコンバータの直後
にデジタル信号を入力することで，そのスペクトラム解析や歪解析
などを行えます。

■豊富なマーカ解析機能と多彩な表示機能
R9211シリーズは，ピーク･マーカ，ネクスト･ピーク･マーカ，ハーモ
ニクス･マーカ，バンド･マーカ，オーバ･オール･パワー，減衰パワー，
部分パワー，平均パワー，分散，XdBマーカなど，分析や評価に有効
なマーカ解析機能を豊富に備え，測定時間の短縮がはかれます。管面
表示に関しても，1画面から4画面までの同時表示，同一領域あるいは
同一解析レンジでのデータ重ね合わせ表示，最大50ラインまでの3次元
表示が可能で，しかも，オーバー･オール･パワー，部分パワー，平均
パワー，パワーの分散のいずれか一つの状態を一目で確認できるバー
表示機能など，一段と使い易いものとなっています。

スペクトラム･アナライザ
用途で選べる4タイプ
R9211シリーズ
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（写真はR9211B）



■測定領域ごとに分類したドメイン方式

デジタル･スペクトラム･アナライザは，測定用途が広いため，どう
しても解析機能が多くなり，操作が複雑になりがちです。R9211シ
リーズでは，このような煩わしい測定操作からユーザを解放するた
めに，測定用途にあわせて測定領域モードに分類しました。これに
よって，ユーザが測定したいモードを選択し，いままでのような不
要な解析機能あるいは設定条件を意識することなく，測定に必要な
ソフト･キーの設定だけで容易に目的とする結果を得ることができ
ます。
●ウェーブ･フォーム測定モード
このモードを使用することにより，従来よりも高速でタイマ･ドメ
インでの信号解析をすることができます。しかもアンチ･アリアジ
ング･フィルタのON/OFFが可能で，16bit/256kHzサンプリングのデ
ジタル･オシロとしても使えます。音響楽器など時間領域での音の
過渡現象解析，エンジンやモータなどの起動特性試験，あるいは
POWER ON RESET信号の波形解析，D/Aコンバータの微分直線性の
試験などに適しています。
●時間－周波数解析モード
楽器音の評価，ホールの残響特性評価などを，特定スペクトラムに
注目して，その時間変動解析ができます。また，VTRなどのワウ･
フラッタ成分におけるスペクトラム変動の時間特性（周波数モニタ
機能），ジッタなどの位相変動の時間特性（位相モニタ機能）解析な
どを行うことができます。
●スペクトラム測定モード
90dB（代表値）の広ダイナミック･レンジ測定，－140dBV（代表値，
2kHzレンジにて）の高感度測定を実現。高調波歪の解析や微少レベ
ルのノイズ解析などに有効です。

●周波数応答関数測定モード
周波数応答関数測定モードでは，周波数分解能を25～800ラインの
間で可変できます。また，加速度センサ用電源を2チャンネル内蔵
していますので，アンプ内蔵型センサやインパルス･ハンマを直接，
R9211シリーズに接続して構造物の伝達関数の測定ができます。
●サーボ解析モード（R9211B，R9211C）
開ループ特性評価用に加算アンプの内蔵や，最大5ディケードのロ
グ掃引によるサーボ測定，指定周波数だけの周波数表によるポイン
ト･サーボ測定機能を装備しています。

■各機種の特徴
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・16bit分解能，90dB(代表値)の広ダイナミック・レンジ�
・10mHz～100kHzの周波数レンジ�
・最高入力感度-140dBV（2kHzレンジ，代表値）�
・12kgのポータブル・タイプで8インチCRT採用�
・使い易い測定領域別モードの採用�
・最小スパン10mHzを実現したランニング・ズーム機能�
・16bit分解能，90dB(代表値）の広ダイナミック・レンジ�
・10mHz～100kHzの周波数レンジ�
・使い易い測定領域別モードの採用�
・3.5インチフロッピー・ディスク標準装備�
・130dB以上の広ダイナミックなサーボ解析�
・10mHz～100kHzの周波数レンジ�
・高速オート・レンジ機能，周波数分解能可変機能�
　（25～800ライン）やSSS方式により高速測定�
・サーボ解析に最適な加算アンプ内蔵�
・カーブ・フィット機能，周波数応答関数合成機能を装備�
・130dB以上の広ダイナミックなサーボ解析�
・高速オート・レンジ機能，周波数分解能可変機能�
　（25～800ライン）やSSS方式により高速測定�
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入力および解析特性

入力チャンネル数：2

入力形式：差動入力形式，シグナル･エンデッド形式

入力インピーダンス：約1MΩ/100pF（シングルエンデッドにて）

入力結合：AC，DC，GND

A/D変換器分解能：16ビット

周波数レンジ：10mHz～100kHz，1，2，5ステップで22レンジ

周波数確度：周波数レンジの±50ppm±測定分解能（＋23℃±5℃にて）
入力フィルタ：アンチ･アリアジング･フィルタ（ロールオフ特性－

148dB/Oct.）が各周波数レンジに適用して自動的に
設定される。
ただし，1kHzレンジ以下はアナログ･フィルタとデ
ジタル･フィルタの組み合せ

同相信号除去比（CMR）：50dB以上（DC結合で50/60Hzにて）

最大差動入力電圧：±200V

最大同相入力電圧：±200V
入力レンジ：＋30dBV～－60dBV（1dBステップで可変）
電圧表示；44.7V～1.41mV，rms表示；31.6V～1mV

オート･レンジ：入力信号により上記の最適レンジに設定(5dBステップ)
最大同相信号電圧：±14V（－60dBVレンジ～－6dBVレンジ）

±140V（－5dBVレンジ～＋14dBVレンジ）
±200V（＋15dBVレンジ～＋30dBVレンジ）

最大入力感度：－125dBV(約0.56μVrms)(－140dBV，2kHzレンジで）
ダイナミック･レンジ：ダイナミック･レンジは，いずれもスペクト

ラム･モードにおけるフルスケールからの値で，
周波数レンジ0～90％，振幅レベル－3dBの正弦波
を入力し，32回のアベレージング，方形波ウェイ
ティング，フィルタ･オン，スペクトラム数は400
ラインの条件のもとで測定。
また1/fノイズは除く。（23℃±5℃）
85dB以上（＋30dBV～－30dBV)(代表値90dB）
80dB以上（－31dBV～－40dBV）
70dB以上（－41dBV～－50dBV）
60dB以上（－51dBV～－60dBV）

残留ノイズ：残留ノイズは，いずれもスペクトラム･モードにおけるフ
ルスケールからの値で，32回のアベレージング，方形波
ウェイティング，フィルタ･オン，スペクトラム数は400
ラインの条件のもとで測定。また1/fノイズは除く。
ただし，周波数レンジの0～90％（23℃±5℃）
－85dB以上（＋30dBV～－40dBV）
－75dB以上（－41dBV～－45dBV）
－60dB以上（－46dBV～－60dBV）

振幅直線性：±0.2dB以下（フルスケールから－40dB以内，＋23℃±5℃）
周波数平坦度：±0.3dB以下（23℃±5℃にて）

周波数レンジの0～90％にて，AC結合の－3dBポイ
ントは約0.2Hz

振幅確度：振幅直線性＋周波数平坦度（23℃±5℃にて）
チャンネル間振幅差：同一感度レンジで，周波数レンジの0～90％

にて（23℃±5℃にて）

チャンネル間位相差：同一感度レンジで，周波数レンジの0～90％
にて（23℃±5℃にて）

加速度計用電源：入力結合は，ACのみ可能
4mAソース電流源；Ach/Bch＋側
最大動作電圧；＋18V，オープン回路電圧；＋24V以下

オーバー･ロード表示：LED
テスト信号：100kHzから2kHzまでの周波数レンジで
振幅レベル；約－4dBV，周波数；レンジの8％の正弦波

トリガ
トリガ･モード： フリーラン･モード，手動トリガ･モード，外部ト

リガ･モード，入力信号トリガ･モード，自動繰返
しトリガ･モード

トリガ･ソース： Ach. およびBch. 信号による入力信号トリガ
EXT. 信号による外部信号トリガ

トリガ･レベル：
入力信号トリガ；振幅レンジの1/256の分解能で，数値キーで設定
外部信号トリガ；TTL. 立ち上がりまたは立ち下がりエッジ

を選択（リア･パネルBNCコネクタ）
トリガ･スロープ：＋，－，±（入力信号トリガ）
トリガ位置：－128K～＋1Mサンプル1ch測定時

－64K～＋1Mサンプル2ch測定時

アベレージング
周波数領域アベレージング･モード：加算(SUM)，減算(SUB)，指数

関数移動平均（EXP），最大値検出（PEAK）
時間領域アベレージング･モード：加算（SUM）
遅延領域アベレージング･モード：加算（SUM）
振幅領域アベレージング･モード：加算（SUM）
アベレージング回数：1～32767回
オーバー･ラッピング：0％，50％，75％，MAX
スタート･ストップ制御：スタート，ストップ，＋1，継続（サーボ･

モードを除く）（消去はスタート時に自動的に行う）

測定モード
･ウェーブ･フォーム測定モード
･スペクトラム測定モード
･時間－周波数解析モード
･周波数応答関数測定モード
･サーボ解析モード（R9211B/C）

ウェーブ･フォーム測定モード

測定機能：
時間領域瞬時データ，時間領域平均データ
自己相関関数，相互相関関数，確率密度関数，累積分布関数

解析データ数： 64～8192ポイント（1チャンネル）
64～4096ポイント（2チャンネル）

遅延領域データ数：64～2048ポイント

性 能

R9211E/A�
±3.0deg以内�

R9211B/C�
±1.0deg以内�

R9211E/A�
±0.3dB以内�

R9211B/C�
±0.1dB以内�
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アベレージング：
時間領域アベレージング
遅延領域アベレージング
振幅領域アベレージング

変換機能：工学単位

マーカ解析機能：ピーク値，立ち上がり時間，立ち下がり時間，パ

ルス幅，実効値

演算機能：微分，積分，平滑化，トレンド除去，四則演算，プリ･

エンベロープ
表示機能：時間－振幅，振幅－確率密度，オービット

スペクトラム測定モード
測定機能：
複素スペクトラム，パワー･スペクトラム，相互スペクトラム，
時間波形

アベレータ数： 64～8192ポイント（1チャンネル）
64～4096ポイント（2チャンネル）

周波数分解能：
リニア； 25～3200ライン（1チャンネル）

25～1600ライン（2チャンネル）
対数；最大3ディケード，80ライン／ディケード
その他；1/3オクターブ，1/1オクターブ

ウインドウ関数：方形波（Rectangular），ハニング（Hanning），ミニ
マム（Minimum），フラット･パス（Flat‐Pass），フ
ォース／レスポンス（Force/Response）
＊対数周波数分解能とオクターブ分解能ではウイ
ンドウ関数はハニング，ミニマムまたは方形波。

ウェイティング：A，B，C－ウェイティング，Cメッセージ･ウェ
イティング

変換機能：工学単位

マーカ解析機能：ピーク･マーカ，ネクスト･ピーク･マーカ，バン

ド･マーカ，ハーモニクス･マーカ，サイドバン

ド･マーカ，オーバ･オール･パワー，部分パワー，

平均パワー，分散

演算機能：四則演算，プリ･エンベロープ，リフタード･スペクトラ

ム，パワー･ケプストラム，jw，1/jw，平滑化

表示機能：周波数－振幅，周波数－位相，周波数－実数部，周波

数－虚数部，ナイキスト線図

時間－周波数解析モード

基本測定機能：時間波形，複素スペクトラム，パワー･スペクトラ

ム，相互スペクトラム

時間－周波数解析機能：レベル･モニタ，位相モニタ，周波数モニタ

アベレージング：周波数領域アベレージング

周波数分解能：
リニア；25～800ライン
対数；最大3ディケード，80ライン／ディケード
その他；1/3オクターブ，1/1オクターブ

ウインドウ関数：方形波（Rectangular），ハニング（Hanning），ミニ
マム（Minimum），フラット･パス（Flat‐Pass），フ
ォース／レスポンス（Force/Response）
＊対数周波数分解能とオクターブ分解能ではウイ
ンドウ関数はハニング，ミニマムまたは方形波。

ウェイティング：A，B，C－ウェイティング，Cメッセージ･ウェ

イティング

変換機能：工学単位

マーカ解析機能：ピーク･マーカ，ネクスト･ピーク･マーカ，バン

ド･マーカ，ハーモニクス･マーカ，サイドバン

ド･マーカ，オーバ･オール･パワー，減衰パワー，

部分パワー，平均パワー，分散

演算機能：四則演算，プリ･エンベロープ，リフタード･スペクトラ

ム，パワー･ケプストラム，jw，1/jw，平滑化，レベル･

モニタの累積

表示機能：周波数－実数部，周波数－虚数部，周波数－振幅，周波

数－位相，ナイキスト線図，時間－レベル，時間－位相，

時間－周波数

周波数応答関数測定モード
測定機能：
周波数応答関数，群遅延，コヒーレンス関数，パワー･スペク
トラム，位相スペクトラム，インパルス応答関数，時間波形

アベレージング：周波数領域アベレージング

解析データ数：64～2048ポイント

周波数分解能：
リニア；25～800ライン

ウインドウ関数：方形波（Rectangular），ハニング（Hanning），ミニ
マム（Minimum），フラット･パス（Flat‐Pass），フ
ォース／レスポンス（Force/Response）

ウェイティング：A，B，C－ウェイティング，Cメッセージ･ウェ
イティング

変換機能：工学単位
マーカ解析機能：ピーク･マーカ，ネクスト･ピーク･マーカ，バン

ド･マーカ，ハーモニクス･マーカ，サイドバン
ド･マーカ，オーバ･オール･パワー，部分パワー，
平均パワー，分散，＋ピーク･マーカ，－ピーク･
マーカ，XdBマーカ，シェイプ･ファクタ･マーカ，
リップル･マーカ

演算機能：四則演算，アンラップト位相，jw，1/jw，逆数，インパ
ルス･レスポンス，イコライズ，位相補正，COP（コヒー
レント･アウトプット･パワー）

表示機能：周波数－振幅，周波数－位相，周波数－実数部，周波

数－虚数部，周波数－群遅延，周波数－関連度関数，ナ

イキスト線図，コール･コール線図，ニコルス線図

サーボ解析モード（R9211B/9211C）
測定機能：
周波数応答関数，群遅延，コヒーレンス関数
パワー･スペクトラム，相互スペクトラム，時間波形

掃引モード：リニア掃引，対数掃引



スペクトラム･アナライザ
用途で選ベる4タイプ
R9211シリーズ（前ぺージよリつづき）

190

サーボ測定用信号源：リニア／ログ･サイン･スイープ信号，リニア･マル

チサイン･スイープ信号，ログ･マルチサイン信号
出力インピーダンス：1Ω以下

最大出力電圧：±15V（出力インピーダンス1Ω以下の時）

最大出力電流：100mA（出力インピーダンス1Ω以下の時）

DCオフセット：±10V（0.1V分解能）

加算アンプ：ON/OFF可能

平均回数：固定，自動

信号源バンド幅：固定，自動
周波数表サーボ機能：出力波形，出力電圧，DCオフセット，測定

周波数範囲，平均回数を組み合わせて測定可
能（最大20組）
リニアfテーブル
ログfテーブル

周波数分解能：

リニア；25～800ライン
ログ； 1～6DECADE（25ライン/DEC～200ライン/DEC）

ただし，200ライン/DEC時は最大5DECADEまで設定可能。
変換機能：工学単位
マーカ解析機能：ピーク･マーカ，ネクスト･ピーク･マーカ，バン

ド･マーカ，ハーモニックス･マーカ，サイドバン
ド･マーカ，オーバ･オール･パワー，部分パワー，
平均パワー，分散，＋ピーク･マーカ，－ピーク･
マーカ，XdBマーカ，シェイプ･ファクタ･マーカ，
リップル･マーカ，開ループ･ボード線図マーカ，
閉ループ･ゲインマーカ

演算機能：四則演算，アンラップト位相，jw，1/jw，逆数，インパ
ルス･レスポンス，イコライズ，位相補正，COP(コヒー
レント･アウトプット･パワー)，開･閉ループ変換

表示機能：周波数－振幅，周波数－位相，周波数－実数部，周波

数－虚数部，周波数－群遅延，周波数－関連度関数，ナ
イキスト線図，コール･コール線図，ニコルス線図

カーブ･フィット機能
周波数応答関数データから最大20組までのポールおよびゼロを抽出

重みづけ：オート･ウェイト，ユニフォーム･ウェイト，ユーザ･ウェイト
変換機能：抽出したポール，ゼロをポール，レジデューやポリノミ

ナル（多項式）に変換可能

シスセシス機能
抽出したポール，ゼロないしは，数値入力したポール，ゼロの
値から周波数応答関数，インパルス･レスポンスおよびステッ
プ･レスポンスを合成可能

シグナル･ジェネレータ(R9211B/9211C)サーボ解析モードを除く
出力波形：正弦波(スポット)，スェプト･サイン，マルチ･サイン，イン

パルス，ランダム，任意波形(最大メモリ長：64Kワード)
最大出力電圧：±15V（出力インピーダンス1Ω以下にて）
最大出力電流：100mA（出力インピーダンス1Ω以下にて）
DCオフセット：±10V（0.1V分解能）
出力インピーダンス：1Ω以下，50Ω，600Ω
出力モード：連続，インターナル，エクスターナル，エクスターナ

ル･ゲート，マニュアル
テーパ機能：最大200msec

加算アンプ：ON/OFF可能

ランニング･ズーム機能（R9211A/R9211C）
ストップ周波数が10kHz未満のときは，最小スパン10mHz。ストップ周
波数が10kHz以上のときは，最小スパン100mHzのズーム解析が可能。

コンパレータ機能（R9211C）
設定モード：テーブル･モード，リファレンスモード
テーブル･モード：最大20組までのコンパレート区間を設定可能
リファレンス･モード：リファレンス波形に対してコンパレート可能
対象波形：周波数ドメインのデータに対してコンパレート可能
コンパレート結果： ･管面にPASS/FAIL表示

･ブザー
･リヤからTTLオープン･コレクタで出力

表示仕様および表示機能
表示機能：8インチのラスタ･スキャンCRT
工学単位：マーカ読み取り値および垂直軸スケーリングを任意の物

理量で表示する。
スケーリング：リニア／ログ･スケーリング

各チャンネル独立にスケーリング可能
単位：指定文字の内から任意の2文字まで設定可能

表示モード：1画面表示，2画面表示，3画面表示，4画面表示

重ね合わせ表示モード：同一領域，同一解析レンジのデータを重ね

合わせて表示可能
格子表示：表示および消去可能

3次元表示：任意の表示データを最大50ラインまで3次元表示可能

バー表示：オーバ･オール･パワー，部分パワー，平均パワー，パワ

ーの分散のいずれかをCRT管面の右端にバー表示する。
ラベル：任意の英文字，数字および特殊文字合わせて40文字まで表

示，また上下に移動可能
リスト･モード：
シングル･モード；スペクトラム表示において，カーソルで任

意に設定された20個のスペクトラムの周波数値と
レベル値をデジタル表示でリスト･アップ

ハーモニクス･モード；基本スペクトラムを数値入力で設定す
るとそのレベル値をデジタル表示でリスト･アッ
プし，THD（トータル･ハーモニクス･ディストー
ション）およびTHP（トータル･ハーモニック･パワ
ー）を演算し表示する。

サイド･バンド･モード；搬送波と変調信号の周波数を数値入力
で設定すると10次までの上側波帯または下側波帯
パワーを演算し表示する。

水平軸：リニア，対数
垂直軸：数値設定により任意に認定可能

カレンダ･クロック機能：カレンダ（年／月／日）および（時／分）の表示。
メモリ機能

トランジェント波形データ･メモリ：時間－周波数解析モードにて使用

パネル･メモリ：パネル条件を記憶（バッテリ･バックアップ，保存期間は約1ヶ月）

�
メモリ(128Kワード)�
I/O＋メモリ(1Mワード)�
CMOSメモリ(1Mワード)�
*opt.11，opt.10フロッピーのいずれか一つのみ選択可�

R9211E*�
標準�
Opt.11�
Opt.10

R9211A�
標準�
Opt.11�
Opt.10

R9211B�
標準�
Opt.11�
Opt.10

R9211C�
－�
標準�
Opt.10
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入出力機能
GP-IBインタフェース：標準装備
プロッタ出力：当社のGP-IBインタフェースを装備しているプロッ

タおよびHP‐GL機能を装備しているプロッタに
GP-IBケーブルを通じて直接作図。

外部サンプリング･クロック入力：BNC型，TTLレベル
外部トリガ入力：BNC型，TTLレベル
サンプリング･クロック出力：BNC型，TTLレベル
トリガ出力信号：BNC型，TTLレベル
フロッピー･ディスク･ドライブ機能

タイプ：3.5インチ･マイクロ･フロッピー･ディスク
メディア：2DD/2HD（自動識別）
容量：720K/1.2Mバイト（フォーマット時）
フォーマット：MS‐DOSのフォーマットに変換可能
ファイル形式：DATA FILE，VIEW FILE，TABLE FILE
データ･ファイル操作：リスト，生成，消去，検索，コピー
I/O＋メモリ機能

メモリ容量：1Mワード（2Mバイト）
デジタル入力：デジタル入力は内蔵のA/D変換器のかわりに，外部か

らデジタル信号を取り込む(最大サンプリング･レート256kHz)
データ形式；16ビット＋EOC信号（オフセット･バイナリ）

デジタル出力：内蔵A/D変換器のデータを出力する
データ形式；16ビット＋チャンネル識別信号＋ストローブ信号

（オフセット･バイナリ）
コンパレータ出力（R9211C）：オープン･コレクタ出力により，コン

パレータ機能の出力が可能

CMOSメモリ機能

1Mワード（2Mバイト）のバッテリ･バックアップ･メモリ

サーマル･プリンタ機能

CRT管面のハード･コピー
印字方式：感熱ライン･ドット方式
ドット構成：640ドット／行
指定記録紙：A09075
紙幅：114mm

高速演算プロセッサ機能

高速数値演算
ランニング･ズーム解析機能（R9211A/9211C）

ストップ周波数が10kHz未満の時は最小スパン10mHz。ストップ
周波数が10kHz以上の時は，最小スパン100mHzのズーム解析が可。

一般仕様
使用環境範囲：周囲温度＋5℃～＋35℃　　相対湿度80％以下
保存環境範囲：周囲温度－20℃～＋60℃
電源変更：ご発注の際にご指定願います。

48～66Hz

消費電力：標準時

外形寸法：約330(幅)×177(高)×450(奥行)mm

質量：本体

付属品

アクセサリ（別売）

A02804 フロント･カバー
R16211 キャリング･ケース
R16055 トランジット･ケース
A02034 パネルマウント･セット
A02255 ラックマウント･セット（JIS規格）
A02455 ラックマウント･セット（EIA規格）

R9211E�
Opt.10

R9211A�
Opt.10

R9211B�
Opt.10

R9211C�
Opt.10

R9211E�
Opt.07

R9211A�
Opt.07

R9211B�
Opt.07

R9211C�
Opt.07

R9211E�
－�

R9211A�
Opt.12

R9211B�
－�

R9211C�
標準�

R9211E�
12kg以下�

R9211A�
14kg以下�

R9211B�
14kg以下�

R9211C�
16kg以下�

品　　名�
電源ケーブル�
入力ケーブル�
T型コネクタ�

型　　名�
A01402�
MI-77

備　　考�
1本�
2本�

オプションNo.�
電源電圧（V）�

標準�
90～110

32�
103～132

42�
198～242

44�
207～250

R9211E�
140VA以下�

R9211A�
160VA以下�

R9211B�
170VA以下�

R9211C�
190VA以下�

R9211E�
Opt.06

R9211A�
標準�

R9211B�
標準�

R9211C�
標準�

R9211E�
Opt.11

R9211A�
Opt.11

R9211B�
Opt.11

R9211C�
標準�


